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編集と発行
佐井村役場
民生相談課

１印 刷
協 同 印 刷

人 口と世帯

男 ２，３３８

女 ２，４７０

計 ４，８０８

世帯数 １，１２２

４８．４．１現在

今

月

か

ら

一

年

生

す
き
と
お
っ
た
青
い

空
、
春
の
日
ざ
し
が
、

希
望
で
胸
を
ふ
く
ら
ま

せ
校
門
を
く
ぐ
る
一
年

生
を
祝
っ
て
い
る
よ
う

仁
、今

日
か
ら
、
お
に
い

さ
ん
お
ね
え
さ
ん
の
仲

間
い
り
だ
、
み
ん
な
で
、

一
生
懸
命
が
ん
ば
ろ
う
。

４ 月号



ご
み
焼
却
場

一
日
六
‰
処
理
能
力
を
計
画

昭
和
四
十
八
年
第
一

回
佐
井
村

議
会

定
例
会

が
三

月
二

十
日

招
集
さ
れ
、
会

期
一
週
間
で
提
案
さ
れ
た
案

件
全
部
を

可

決
し

て
、
二

十
六
日

閉
会
し

ま
し
た
。

こ
の
議
会

に
提
出

さ
れ
た
議
案

は
次

の

と
お
り

１

佐
井
村
議
会
の
議
員
報
酬
及
び
費

用
弁
償
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改

正

条
例

２

佐

井
村
特
別
職
の
職
員
の
給
料
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

条
例

３

教
育
委
員
会

教
育
長
の
給
与
お
よ

び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

条
例

４

報

酬
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条

例
の

一
部
改
正
条
例

５

佐
井
村
消
防
団
員
の
定
員

、
任
命

給
与

、
服
務
に
関
す

る
条
例
の

一
部

改
正
条
例

６

集
会
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の

一
部
改
正
条
例

７

佐
井
村
職
員
等
旅
費
に
関
す

る
条

例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

８

佐
井
村
振
興
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

条

例

９

村
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

１０

古
佐
井
・
原
田

・
第
二
川
目
地
区

昭
和
四
十
七
年
度
災

害
復
旧

事
業

施

行
に
つ
い
て

‥凵

佐
井
村
簡
【

溘
給
水

条
例
の

Ｉ

部
改
正

条
例

１２

佐
井

村
遺
児
入
学
祝
金
等
支
給
条

例
制

定
の
件

１３

川
目
、
磯
谷
辺
地
に
係

る
公

共
的

施
設

の
総
合
整
備
計
画
の
変
更
に
つ

い
て

１４

国
民
健

康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

条
例

１５

佐
井
村
教
員

住
宅
使
用
料
徴
収
条

例
の

一
部
改
正
条
例

１６

佐
井
村
議
会
委
員
会
条
例
の

一
部

改
正
条
例

１７

昭
和
四
十
八
年
度
佐
井
村

一
般
会

計
予
算

１８

昭
和
四
十
八
年
度
佐
井
村
簡
易
水

道
事
業
特
別
会
計
予
算

１９

昭
和
四
十

八
年
度
佐
井
村
国
民
鍠

康
保
険
事
業

特
別
会

計
予
算

知一

昭
和

四
十

七
年

度
佐
井

村
一
般
会

計
補
正
予
算

（
第
十

号
）

一
般
会
計
予
算
の

あ
ら
ま
し

こ
と
し
の
予
算
総
額
は
、
四
億
二
千

八
百
八
十
万
円
で
、
前
年
度
当
初
予
算

の
一
五
∴
二
％
の
伸
び
で
す
。

歳
入
内
訳
は
別
表
を
参
照
し
て
く
だ

さ
い
。
地
方
交
付
税
は
歳
入
全
体
の
五

九
％
で
二
四
％
の
伸
び
、
県
支
出
金
は

一
四
％
で
四
四
％
の
伸
び
、
村
債
は
九



性 質 別 経 費 の 状 況

建 設 事 業

％

で
三
八
％

の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

主
な
事
業

四
八
年
度
中

に
予

定
さ
れ
て
い
る
事

業
は
別
表
を
参

考
に
し

て
く

だ
さ
い
。

こ
と
し
の
主
な
も

の
は

、
ご
み
処
理

施
設
の
整
備
と
漁

港
建
設

、
道
路
整
備

の
ほ
か
、
教
育
関
係

施
設

の
整
備
で
す
。

ご
み
焼
却
場

今
ま
で
の
和
山

の
焼
却

場
を
廃
止
し
、
一
日
六
ト
ン
の
処
理
能

力
を
持
つ
焼
却
場
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

漁
港
建
設

村
管
理
漁
港
の
原
田

二

、

九
〇
〇
万
円

）
、
福
浦

二

、
五
〇
〇

万
円
）
、
長
後
（
一
、四

〇
〇
万
円

）
の
ほ

か
、
県
管
理
漁
港
建
設
に
対
す

る
負
担

金
も
五

〇
〇

万
円

見
込
ん
で

い
ま
す
。

道
路
整
備

古
佐
井
大
町
、
新
町
線
の

改
良
と
舗
装
で
、
今
年
度
中
に
こ
の
路

線
は
完
了
す
る
予
定
で
す
。

福
浦
へ

き
地
集
会

室

昨
年
磯
谷
に

建

築
し
た
も
の
と
ほ
ぼ
同
じ
も
の
で
す

。

佐
井
中

グ
ラ

ン
ド

土
質
と
廃
水
が
悪

い
の
で
、
全
面
的
に
改
良
す
る
も
の
で
す
。

牛
滝
集
会
所

磯
谷
、
原
田

に
続
い
て

こ

と
し

は
牛

滝
に
建
築
す
る
も
の
で
す
。

拡
大
造
林

補
植
六
〇

・
四

、
保
育
一

四
四
、

除
伐
二
五

・
三
七

ヘ
ク
タ
ー
ル

を

計
画
し

て
い
ま
す
。

除
雪
ブ
ル

ド
ー
ザ
ー

国

庫
補
助
対
象

で
す
か
ら
購
入
に

つ
い
て
は
一
般
財
源

が
少
な
く
て
す
み
ま
す

。
冬
期
間
は
長

後
以
南
の
除
雪
に
あ
た
り
、
夏
期
は
土

木
工

事
に
利
用
で
き
ま
す
。

消
防
施
設

小
型
動
力

ポ
ン

プ
二
台
と

防
火
水
槽
一
槽
で
す
。

通
信
施
設
、
自
衛
船
、
並
型
魚
礁

事

業
主
体
は
漁
業
協
同
組
合
で
、
県
の
補

助
金
に
村
が
か
さ
上
げ
し
て
補
助
す

る

も
の
で
す
。
自
衛
船
に

つ
い
て
は
、
借

入
償
還

に
対
す

る
村
単
独
の
補
助
金
で

す

。

観
光
地
整
備

仏
ケ
浦
や
ガ
ン
カ
ケ
を

整
備
す
る
も
の
で
、
遊
歩
道
、
公
衆
便

所
、
給
水
施
設
等
で
す
。

簡
易
水
道
特
別
会
計

予
算
総
額
は
Ｉ
、
八
二
二
万
三
千
円

で
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
水
道
料
八
五

五
万
一
千
円
（
四
六

・
九
％

）
、
一
般

会
計

か
ら

の
繰
入
金
四
五
七
万
二
千
円

（
二
五

・
一
％

）
、
村

債
三
三
〇
万
円



二

八
・
一
％
）
で
す
。

歳
出
で
は
、
磯
谷
、
矢
越
地
区
の
増

補
政
良
工
事
に
五
五
〇
万
円
、
維
持
管

理
費
に
五
四
〇
万
円
、
受
託
事
業
に
一

九
二
万
円
、
一
般
管
理
費
に
ニ

ー
九
万

円
、
公
債
費
に
三
七
一
方
三
千
円
を
そ

れ
ぞ
れ
計
上
し
て
い
ま
す
。

国
保
特
別
会
計

予
算

総
額
は
五
、
三

二
九
万
二
千
円

で
国
民
健
康
保
険
税
二
、
〇
三
八
万
七

千
円
（
三
八

・
三
％

）
、
国

庫
支
出
金

三

、
一
九
三

万
七
千
円
（
五
九

・
九
％

）

が
歳
入
の
主
な
も
の
で
す
。

歳
出
で
は
、
保
険
給
付
費

が
四

、
五

〇
九
万

七
千
円
で
歳
出

全
体
の
八
四

・

六
％

、
一
般
管
理

費
四
五
二
万
一
千
円

（
八
・
五
％

）
、

保
険
婦
設
置
費
一
八

七
万
七
千
円
、
公

債
費
、
諸
支
出
金
、

予
備
費
が
一
七
九
万

七
千
円
で
す

。

条

例

制

定

と

改

正

１

議
員
報
酬
二
万
八
千
円
が
四
万
円

に
、
副
議
長
三
万
円
が
四
万
二
千
円
に

議
長
三
万
三
千
円
が
四
万
五
千
円
に
そ

れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

２

三
役
の
給
料
も
次
の
よ
う
に
引
き

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

収
入
役
十
二
万
円
が
十
四
万
円
に
、

助
役
十
二
万
五
千
円
が
十
五
万
五
千
円

に
、
村
長
十
六
万
円
が
二
十
万
円
に
。

３

教
育
長
の
給
料
八
万
五
千
円
が
十

二
万
五
千
円

に
引

き
上
げ

ら
れ
ま
し

た
。

こ
れ

ら
の
報
酬
お
よ

び
給
料
は
、
報

酬

審
議
会
の
答
申
額

ど
お
り
で
し

た
。

４

消
防
団
員

の
報
酬
と
手
当
も

次
の

よ
う
に
改
め

ら
れ

ま
し

た
。

団
員
の
年
報
酬
千
五
百
円

が
三

千
円

に
、
班
長
二

千
円

が
三
千
五
百
円

に
、

部
長
三
千
円

が
四
千
五
百
円

に
、

副
分

団
長
四
千
円
が
六
千
円

に
、
分
団

長
五

千
円
が
八
千
円

に
、
副
団
長
九
千
円

が

一
万
五
千
円

に
、
団
長
一
万
二

千
円

が

二
万
円

に
。

水
・
火
災
の
場
合
の

手
当
八
百
円
か

千
円
に
、
訓
練
の
場
合
の
手
当
百
五
十

円
が
五
百
円
に
、
特
別
警
戒
、
特
別
訓

練
の
場
合
の
手
当
五
百
円
が
七
百
円
に

そ
れ

ぞ
れ
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

５

振
興
セ
ン

タ
ー
の
使
用
料
金
も
次

の
よ
う
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

冬
期
間
、
祝
祭
日
お
よ
び
土
曜
日
の

午
後
と
日
曜
日
に
暖
房
を
利
用
し
た
場

合
は
、
一
時
間
あ
た
り
、
今
ま
で
の
料

金

に
三
百
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

６

水
道
料
金
が
別
表
の
よ
う
に
値
上

り

に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
矢
越
、
磯
谷

地
区
は
従
前
の
料
金
で
、
施
設
の
改
良

が
済
む
と
村
内
統
一
し
た
料
金
に
な
り

ま
す
。

７

遺
児
入
学
祝
金
等
支
給
条
例
が
新

ら
し
く
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
義
務
教
育

終
了
前
の
遺
児

に
対
し
て
入
学
祝
金
、

卒
業

祝
金
及
び

弔
慰
金
を
支
給
し
て
、
遺
児
の
健
全
な

育

成
と
福
祉
の

増
進
に
寄
与
す

る
も
の

で
す
。

量水器使用料（月） 計 量 制 使 用 料 定 額使用料 （月 額）し



入

学
祝
金
は
五
千
円

、
卒
業

祝
金

は

七
千
円

、
弔

慰
金

一
万
円

で
す
。

手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
は
民
生
相

談

課
に
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

８

国

民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
が
次

の
よ
う

に
改
正

さ
れ
ま
し
た

。

葬
祭

費
三
千
円

が
五
千
円

に
増
額

育
児

手
当
金

が
新
ら
し
く
設
け
ら
れ

こ

ど
も

が
生

ま
れ
九
時

、
六
ヶ
月
間
育

児
手
当
と
し

て
一
ヶ
月
五
百
円
支
給
さ

れ
ま
す

。

９

教
員
住

宅
の
使
用
料
が
、
最
高
額

で
五
千
円

ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

１０

議
会

委
員
会

条
例
が
次
の
よ
う
に

改
正

さ
れ
ま
し
た
。

今
ま
で
の
四

つ
の
常
任
委
員
会
が

一
、
総
務
、
文
教
常
任
委
員
会

二

、
産
業
経
済
常
任
委
員
会

三

、
建
設
常
任
委
員
会

に
か
わ
り
ま
し
た
。

そ

の

他

１

村

道
路
線
が
次
の
と
お
り
認
定
さ

れ
ま
し

た
。

県
道
か
ら
役
場
庁
舎
ま
で
の
道

路
で

延
長
二
百
四
十

メ
ー
ト
ル

、
路
線
の
名

称
は
「

糠
森
中
央

線
」

で
す
。

２

古
佐
井

、
原
田

、
第
二
川
目

地
区

の
水
路
、
道

路
、
畑

、
頭
首
工
を

村
で

災

害
復
旧
事
業

と
し

て
実
施
す
る
も
の

で
事
業

費
が
約
三
百
万
円

で
す
。

税
金
な
ど
の

払
込

み
は
下
信

へ

会
計
係

４月１日から役場の機構が変ります
４月１月から役場の事務機構が変りました。各課の事務分担及び担当者は次の通りです。



磯
谷
小
中
学
校
校
舎
新
築
落
成

独
立
二
十
周
年
記
念

式
典
行
な
わ
れ
る

三
月
二
日
、
午
前
十
時
か
ら
新
築
さ

れ
た
屋
体
（
へ
き
地
集
会
室
）
に
百
人

の
来
賓
と
、
児
童
生
徒
九
十
四
人
が
出

席
し
て
、
校
舎
新
築
落
成
、
独
立
二
十

周
年
記
念
式
典
が
行
な
わ
れ
、
歴
代
校

長
、
永
年
勤
続
教
職
員
、
教
育
功
労
者

が
表
彰
さ
れ
午
前
十
一
時
三
十
分
閉
会

し
ま
し
た
。

磯
谷
小
学
校
は
、
明
治
九
年
磯
谷
小

学
校
と
し
て
創
立
、
同
年
二
十
六
年
に

は
佐
井
小
学
校
磯
谷
分
校
と
改
称
、
昭

和
二
十
三
年
に
は
、
佐
井
中
学
校
磯
谷

分
校
を
併
置
し
、
昭
和
二
十
九
年
に
磯

谷
小
学
校
、
磯
谷
中
学
校
と
し
て
独
立

し
ま
し
た
。

校
舎
は

昭
和
四
十

六
年
に
、

普
通
教
室
、

理
科
室
、

放
送
室
、

職
員
室
等

三

百
八
十

八
平
方

メ

ー
ト
ル
を

新
築
、
四

十
八
年
に

は
、
屋
体

（
へ

き
地

集
会
室

）

三
百
十
四

平
方

メ
ー

ト
ル
を
新

築
し

ま
し

た
。感

謝
状

の
受

賞
者

は
次

の
と
お
り
で
す
。

歴
代
校

長

初
代

海
老
名

捷
弥
、
二
代

故

浅
井

良
三
郎

、
三

代

松

本

衛
理

、
四
代

花

山

春

松

永
年
勤
続
教
職
員

海
老
名

キ
ク
、
山
下

キ
・
ン
、

奥
本

久
世

、
三
上

和
三

、
大

平

敏

建
築
業
者

坪
谷

建
築

坪

谷

正

隆

団
体
及
び
個
人

磯
谷
小
中

学
校
記

念
事
業
実
行
委

員
会

、
磯

谷
部
落
会

、
磯
谷
小
中

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

、
記

念
事
業
実
行

委

員
会
委
員

長

東
出

昇

教
育
功
労
者

福
田

福
五
郎

、
故
福
田

豊
太

郎
、
田
中

重
五
郎

、
横
浜

金

作
、

福
田

徳
次
郎

、
田
中

武

雄

花 山 校 長 の あ い さ つ

春

先

の

健

康

◇
赤
ち
ゃ
ん
と
日
光
浴

冬
と
ち
が
っ
て
春
の
日
光
は
、
紫
外

線
が
多
く
、
赤
ち
ゃ
ん
の
骨
を
つ
よ
く

し
、
身
体
を
丈
夫
に
す
る
の
に
役
立
ち

ま
す
か
ら
、
育
児
の
な
か
に
日
光
浴
を

す
す
ん
で
と
り
入
れ
た
い
も
の
で
す
。

日
光
浴
は
、
ふ
つ
う
生
後
二
、
三
ヵ

月
か
ら
お
こ
な
い
ま
す
。
帽
子
を
か
ぶ

せ
、
頭
と
目
に
直
射
日
光
が
あ
た
ら
な

い
よ
う
に
し
ま
す
。
毎
日
規
則
正
し
く

ぉ
こ
な
う
こ
と
が
大
切
で
す
が
、
か
ぜ

ぎ
み
の
日
や
寒
い
日
は
さ
け
ま
し
ょ
う
ｃ

◇
四
十
八
年
度
保
健
活
動
計
画

四
十
八
年
度
の
保
健
活
動
と
し
て
次

の
と
お
り
計
画
し
、
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
の
健
康
相
談

毎
月
一
回

赤
ち
ゃ
ん
の
脱
関
節
脱
臼
検
診

六
、
九
、
十
二
、
三
月

赤
ち
ゃ
ん
、
三
才
児
の
一
斉
検
診

七
月
二
十
四
、
五
日

妊
婦
検
診

毎
月
一
回

老
人
健
康
診
断

七
、
八
、
九
月

各
部
落
年
一
回

一
般
の
健
康
相
談

毎
月
一
回

移
動
保
健
所

九
、
十
月
各
一
回
づ

看
護
教
室

一
つ
牛
滝
で
実
施

出
か
せ
ぎ
検
診

二
月
に
予
定

子
宮
ガ
ン
検
診

八
月
に
予
定

胃
腸
病
検
診

九
月
に
予
定

健
康
大
学

九
月
～
十
二
月
ま
で

※
日
程
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
広
報

等
で
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

妊娠 届は

４ヶ月までに．ク



確
定

申
告
を
し

た
あ
と
で
、
所
得
や

税
額
の
計
算
を

ま
ち
が
え
て
税
金
を
少

な
く
納
め
た
り
、
還
付

を
受
け
る
税
額

が
多
か
っ
こ

こ
と
に
気

づ

い
た
場
合
に

は
、
「

修
正

申
告
」
を

し
て
訂
正

す

る

こ

と
が
で

き
ま
す

。
税

務
署
か
ら
の
調

査
を

受
け
る
前
に
修
正

申
告
を
す
れ

ば

過

少
申
告
加
算
税

は
か
か
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
所

得
や
税
額
を
多
く
計
画
し

て
税
金
を
納

め
過

ぎ
た
り
、
還
付
を
受

け
る
税
金

が
少
な

い
こ
と
に
気
づ

い
た

場
合

は
、
「

更
正

の
請
求
」

の
手
続
き

を

し
て
、
納

め
過

ぎ
た
税
金
を
返
し
て

も
ら
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

む

つ

税

務
署

国
民
年
金

昭
和
四
十
八
年
度
か
ら
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
が
税
金
、
水
道
料
の
納
付

方
法
と
同
じ
く
納
付
書
を
使
用
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
納
付
書
は
十
二
ヶ

月
領
収
書
と
な
っ
て
お
り
ま
す
か
ら
大

切
に
保
管
し
て
下
さ
い
。
取
扱
機
関
は

下
北
信
用
金
庫
佐
井
支
店
と
役
場
窓
口

で
す
。

尚
、
佐
井
村
婦
人
会
、
そ
の
他
の
納

付
組
織
へ
加
入
し
て
い
る
世
帯
は
、
今

ま
で
通
り
組
織
へ
納
付
し
て
下
さ
い
。

詳
し
く
は
、
民
生
相
談
課
国
民
年
金
係

へ
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

草

花

花
と
い
え
ば
、
四
月
は
ま
ず
サ
ク
ラ

で
し
ょ
う
か
。
わ
が
国
を
代
表
す
る
国

花
と
し
て
世
界
中
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

む
か
し
か
ら
歌
に
よ
ま
れ
、
時
を
忘
れ

て
の
観

賞
に
た
え
て
き
た
サ

ク
ラ
は
、

そ
の
色

香
と
優
稚
な
姿
が
抜
群
で
す
が
、

花
の
盛

り
が
短
か
く
て
、
ぱ
っ
と
咲

い

て

ぱ
っ
と
散
る
、
そ
の
散
り

ぎ
わ
の
よ

さ
が
、
わ
た
く
し
た
ち
の
気
質
に
合
う

の

か
、

サ
ク
ラ
の
花
ほ

ど
多
く
の
人
か

ら

愛
さ
れ
て
い
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

花
屋

さ
ん

の
店
先
に
、
パ
ン
ジ

ー
や
、

デ
ー
ジ
ー
、
ナ

デ
シ
コ
や
キ
ン
セ
ン
カ

が
黒

い
土
を

つ
け
て
な
ら

べ
ら
れ
て

い

ま
す

。
う
す
紫

の
ク
ロ
ッ
カ
ス
や
、
ま

だ
葉
だ

け
の
チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
な
ど
も
、

切
り
花

と
ま
た
ち
が
っ
た
か
わ

い
ら
し

さ
が
あ
り
ま
す
。

し

ば
ら
く

忘
れ
て

い
た
土

い
じ
り
の

た
の
し

さ
を

思
い
出
し
、
庭
の
す
み
に

で

も
植
え

て
み
た

い
も
の
で
す
。
お
子

さ
ん

も
よ
ろ
こ
ん
で
お
手
伝

い
し
て
く

れ
ま
し

ょ
う
。
パ
ン
ジ

ー
は
根
に
ふ
れ

な

い
よ

う
に
肥
料
を
や

る
と
、
夏
ご
ろ

ま
で
も
花
を

咲
か
せ
っ

づ
け
ま
す
。

強

い

風

花

の
季
節

に
は
、
風
も
荒
れ
や
す
く
、

匸

ア
ノ
廴

し

て
あ

る
か
ら
大
丈
夫
と
思

フ

に
出

か
け
て

艨
っ
て
み
る
と
、
洗
た

く
物
が
み
ん
な
片
寄
せ

ら
れ
て

い
た
り
、

せ
っ
か
く
だ
た

い
で
伸

ば
し

て
乾
し
て

お

い
た
シ

ー
ツ
が

シ
ワ

だ
ら
け
に
な
っ

て

い
た
り
。

春
の
風
は
暖
か

く
、
ホ
ホ
に
打
た
せ

て

い
い
気
持
ち

に
な

っ
て
い
る
と
急
に

サ
ッ
と
吹

い
で
く

る
強
い
風

を
顔
に
ま

と
も
に
受
け

る
と
呼
吸

も
と
ま
る
ぱ
ど

で
す
。
別
に
寒
く
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、

砂
ぼ
こ
り
が
目
に
は

い
っ
た
り
、
セ
ッ

ト
し
た
で
の
髪
を
汚
し

、
か
た
ち
を

く

ず
さ
れ
ま
す
。

髪
は
、
若

い
人
な

ら
ス

カ
ー
フ
や
三

角
レ

ー
ス
で
も
よ

い
で
し

ょ
う
が
、
ミ

セ
ス
の
方
に
は

フ
ー
ド
式

の
ほ
う
が
髪

の
形
を

つ
ぶ
れ
ま

せ
ん

。

眼
に
、

ぽ
こ
り

が
は
い
っ
た
な
と
思

っ
た
ら
、
こ
す
ら
な

い
で
、
ま
ず
洗
い

流
す
こ
と
で
す
。

痛
み
を

感
じ
る
よ
う

で
し
た
ら
、
す
ぐ

専
門
医

に
診
て
も
ら

‘フ
よ

つゝ
に
。

と
に
か
く
、
春
は
外
出

か
ら
縉
っ
た

ら
必
ず
ウ

ガ
イ
と
洗
顔
を
忘

れ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う

。
と
く

に
髪
の
よ
ご

れ
は
、
ご
自
分
で
は
見

に
く

い
だ
け
に

ひ

ど
い
と
き
が
あ
り
ま
す

が
、
髪
は
手

や
顔
と
ち
か
っ
て
、
す
ぐ

に
洗
う

わ
け

に
も

い
き
ま
せ
ん

か
ら
、
ま
ず
、
よ
く

ブ
ラ
ッ
シ
ン

グ
す

る
こ

と
で
す
。
そ
れ

か
ら
ゆ
っ
く
り
洗

髪
と
い
う

こ
と
で
す

が
、
あ
ま
り
ひ
ん

ぱ
ん

に
髪
を

洗
う
と

抜
け
毛
や
毛
先
が
割
れ

て
、
か
え

っ
て

髪
を
痛
め
る
こ
と

に
々
り

ま
す
。

健 康 相 談 囗 の 開 設

毎 月 第 １月 曜日 来 月 は ７ 日 で す 。

９時から３時まで（センター健康相談室）
健康についての相談は、いつも気軽にうけましょう



昭和４８年度の
地籍調査について

昭和４８年度の当村の地籍調査事業は、字大佐井川目、

升目、湯ノ川越、糠森、矢越を対象に、２．５６平方キロ

メートルにわたって行なわれます。４月中旬から大佐

井川目を出発点として一筆調査を開始します。

地籍調査事業を円滑に推進するため、関係各位のご

協力をおねがいします。 産業経済課

インターホンを
取り付けましたー

夜になりますと、役場庁舎、センターに全部カギを

かけて、外部から入れないようになって、急用が出来

てせっかくおいでになっでも、応対出来ませんでした

が、みなさんに夜間でも充分サービス出来るよう、イ

ンターホンを取り付けました。

事 務 室 が
変 り ま し た

４月２日から、教育委員会が庁舎会議室に、産業経

済課がセンター管理室にそれぞれ入替になりました。

・苦情相談窓口の

ｊ！Ｉ用 についてー
皆様すでに御承知のとおり民生相談課の中に苦晴相

談窓口があります。どんなことでも結構ですのでどし

どし御利用下さい。

一広 報 紙 に

－ご意見、ご希望を
私たちは、みなさんに親しまれ、読まれる広報紙づ

くりに励んでいます。よりいっそう親しまれる広報紙

を作るためにも、みなさんの貴重なるご意見、ご希望

がありましたら、民生相談課へご投稿くださるようお

願いします。村外に就職された方で広報紙を必要な

方 は、民生相談課 にご連 絡下 さい。なお、広報４

．月号が、おくれたことを深くおわびいたします

電話 佐井局（０１７５３８）

代表 １番

戸
籍
の
窓
口

四
月
十
一
日
現
在

Ｏ

お

誕

生

お

め

で

と

う

福
田

正

昭
（

茂

）

磯

谷

鹿
島

干

春
（

真

）
大
佐
井

根
岸

雅

子
（

駿

）
原

田

太
田

光

也
（

高

光
）
古
佐
井

根
岸

浩

則
（

利

男
）
原

田

藤
田

勝

人
（

勝

則

）
大
佐
井

竹
内

美
代
子
（

健

二

大
佐
井

松
谷

め
ぐ
み
（

喜
久
男
）
大
佐
井

若
山

明

子
（

徳

治
）
古
佐
＃

０

ご

結

婚

お

め

で

と

う

宮

沢

明
（

鴻

単

匝

（

木

下

千

里
（

古

佐

井

）

紀

伊

文

雄
（
古

佐

井

）

（

越

膳

な

み
（
福

浦

）

磯

川

広

美
（
古

佐

井

）

（

萬

谷

春

美
（
原

匣

力

石

教

夫
（
湯

河

原

町

）

（

田

中

さ

ち
（
福

浦

）

工

藤

俊

雄
（
横

浜

也

（

若

山

正

美
（
大

佐

井
）

金

丸

繁

吉
（
大

佐

井

）

（

長

岡

直

子
（
東

京

都
）

田
名

部

洋

一
（
古

佐

井

）

（

樋

口

政

子
（
大

佐

井
）

坂

井

雅

人

♀

滝
）

（

佐

々
木

芳

子
（
十

和

田

市

）

蒲

生

光

一
郎
（
東

京

都

）

（

藤

田

ち

さ
子
（
原

田

）

辻

忠

義
（
大

佐

井

）

（

藤

田

裕
蹙
子
（
大

佐

井

）

石

戸

利

男
（
古

佐

井

）

若

山

松

子
（
古

佐

井

）

木

下

昇

次
（
矢

越

）

下

山

邦

子
（
川

目

）

小

山

敏

美
（
弘

前

市

）

田

中

あ

さ
（

福

浦

）

飯

嶋

光

幸

工

川

町

）

加

賀

恵
美
子
（
大

佐

井
）

木

村

正

（
岩

木

町

）

若

山

－
泌

キ
（
古

佐

井
）

山

田

勝

憲
（
青

森

市
）

越

膳

る
み
子
（
福

浦
）

杉

山

一

夫
（
野

辺

地

町
）

大

堀

光

子
（
古

佐

井
）

沢

田

耕

作
（
む

つ

恵

金

沢

弘

子
（
大

佐

井
）

田

中

岩

男
（
原

胆

七

戸

久
美
子
（
矢

越
）

長
谷
川

富

夫
（
牛

滝
）

（

岩

井

美

佳
（
砂

原

町
）

瀬

川

洋
（
函

館

市
）

（
山

本

美
恵
子
（
大

佐

井
）

○

ご

逝
去

お

く

や

み

由
」し

ま

す

福
田

正

昭
（

茂

）
磯

谷

加
藤

熊
太
郎
（
唯

匸

原

田

奥
本

武

治
（

進

）
大
佐
井

葛
西

反

蔵
（
（

ツ
）
古
佐
井

内
田

さ

だ
（
武

夫
）
長

後

金
沢

徳
次
郎
（
政

吉
）
大
佐
井

中
村

や

な
（
岩
五
郎
）
古
佐
井

藤
田

長

雄
（
重

良
）
原

田

大
畑

勘
次
郎
（
繁

光
）
古
佐
井

石
黒

は

っ
（
清

吾
）
原

田

村

政

の

窓

口

三
月
二
十
日

第
一
回
定
例
議
会

二
十
二
日

ク

ニ
十
三
日

ク

ニ
十
四
日

ク

ニ
十
六
日

ク

三
十
日

農
業
委
員
会
総
会

四
月
七
日

ズ

ク
ラ
ブ
寿
会
総
会

こ

よ

み

と

行

事

四
月
二
十
九
日

天
皐
誕
生
日

三
十
日

ゴ
ミ
回
収

五
月
一
日

メ
ー
デ
ー

三
日

憲
法
記
念
日

ゴ
ミ
回
収

五
日

こ
ど
も
の
日

六
日

立
夏
、
ゴ
ミ
回
収
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